
平成２５年度 第１回 松阪市入札等監視委員会 議事録 

 

 

開 催 日 時 平成２５年５月２３日（木） 午前８時４５分～１０時２０分 

開 催 場 所 松阪市役所入札室、市長応接室、地下会議室 

 

出 席 者 

 

 

委 員 長  楠井 嘉行（弁護士） 

副 委 員 長  村田  裕 （名城大学法科大学院教授） 

委 員  坂本 聰子（司法・行政書士） 

委 員  坂本  昇 （税理士） 

 

 

事 務 局 

 

房木 契約監理担当参事    廣田 検査指導室長 

佐藤 契約監理課長      湯川 調達係長 

渡邊 契約係長 

 

議 題 ●「平成２４年度入札制度及び運用に関する意見書」について 

● 市長への意見具申 

● 今年度の開催予定について 

● 次回開催日及び抽出委員の選定について 

 

 

委 員 松 阪 市 

●「平成２４年度入札制度及び運用に関する意見書」について     （場所：入札室） 

・「平成２４年度入札制度及び運用に関する

意見書」の内容について、委員において最終

確認を行う。 

・平成１９年に設置された当委員会は過去５

回にわたり意見書として松阪市に提言して

きた。平成２４年度においては計５回の委員

会を開催し、各委員において現在の入札制

度、契約業務における課題等についても審議

を行い今回の意見書としてまとめている。今

後も公正な競争に基づき契約行為が執行さ

れ、また、松阪市の入札・契約制度の向上に

繋がるよう審議し、監視を継続していきた

い。 

 

 



●市長への意見具申                      （場所：市長応接室） 

 

・「平成２４年度入札制度及び運用に関する

意見書」に基づき、「入札参加者が少ない場

合の同日落札制限・最低制限価格」、「参加条

件とする履行実績」、「指名停止措置の迅速

性」などについて、注視した案件として「高

額案件」、「希望価格方式案件」、「プロポーザ

ル方式案件」について、継続課題として、「最

低制限価格」「総合評価落札方式」「地域指定

要件」などについて具申。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜市長＞ 

・入札制度と運用に関する意見として監視委

員会の皆様には本当にお世話になりました。

全体的な入札における今後のあり方、具体的

な提案も含めて、抽出事案に対しても審査い

ただいたこと、心から感謝申し上げます。 

・景気対策のために入札制度改革を、という

議論が時折ありますが、入札制度と景気対策

とを一緒にしてはいけないと考えています。

あくまでも中立、公平性を担保する入札制度

を守って行かなくてはならないと考えてい

ます。 

 

 

・指名停止の対応については従来から事案が

発生した際には必要な手続きを進めている

ところです。今後も引き続き、より迅速な対

応に向け進めていきたいと考えています。 

・地域要件については、災害時に地域から期

待される建設業の役割から考え、事業者育成

は必要な事と考えています。受注の偏りや競

争性の確保には十分注視しながら進めてい

きたいと考えています。 

 

 

 



 

・現行制度における最低制限価格は変動幅

２％の間で設定され、多くの入札者が最低

制限価格を下回り、結果として高値の入札

者との契約となることがある。高額な案件

の場合、低値と高値の契約差額がかなり大

きくなることから、高額な案件については

予定価格算出率の変動幅を少なくする方

法なども対策として検討を進められたい。 

 

 

 

・専門性の高い案件などについてはやむを

得ず随意契約となることがあり、結果とし

て将来の保守や修繕等についても同一業

者との契約となる事がある。それぞれの案

件の必要性は理解できるが、随意契約の必

要性、契約額の妥当性など、過去の契約実

績も蓄積、参考にしながら、引き続き今後

の適正な契約に努められたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜市長＞ 

・最低制限価格については、いわゆる平均型

の採用で、過剰に落札率が落ち込んでいくこ

とも懸念するところです。それを全てに採用

することが良策かどうか。落札額の高止まり

など、ご指摘の課題は十分認識しているとこ

ろです。公平公正だけでなく、税を活用する

以上は、適正かつ安価な契約を求めなければ

なりません。最低制限価格の変動幅について

の検討も含め、事案に応じた対策など柔軟に

考えていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

＜市長＞ 

・将来にわたり同じ事業者でないと対応出来

ない事の非効率性については留意している

ところで、近年清掃工場建設の関係では、将

来のメンテナンス費用も含めた入札・契約を

導入するなど対策を進めています。将来の保

守について、特に専門性が高い場合など随意

契約が必要となる案件もあると思いますが、

随意契約の必要性、金額の妥当性はしっかり

検証しながら、今後様々な案件に対し検討し

ていきたいと考えています。 

 



●今年度の開催予定について                （場所：地下会議室） 

・定例会議は、原則として７月（抽出対象：

４月～６月）、１０月（同：７月から９月）、

１月（同：１０月から１２月）及び３月

（同：年度全般）に開催するものとする。 

 

 

●次回開催日程及び抽出委員について 

・次回開催日を平成２５年７月２４日（水）

１３：３０からとする。 

・抽出委員は村田委員とする。 

 

 

 


